ハンドマイク演説例(２０２０年８月３０日)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県西部地区委員会
　こんにちは、日本共産党です。この場をお借りして政策の訴えをさせていただきます。ご協力をよろしくお願いいたします。
　みなさん。安倍首相が先日、辞任することを明らかにしました。病気の再発を理由としていますが、大もとには、「自民党政治」があらゆる分野で行き詰まり、政権運営が立ち行かなくなったことがあると思います。ところが安倍首相は、辞任の会見で、一言の反省も口にしませんでした。
　会見で誇って見せた「アベノミクス」はどうだったでしょうか。実態は、日本銀行や年金基金のお金をじゃぶじゃぶ注ぎ、株高の演出で富裕層が大もうけをする一方、雇用の非正規化をどんどん進め、国民の暮らしの土台を壊してきただけでした。しかも、安倍政権のもとで行われた２度の消費税率引き上げは、個人消費を冷え込ませ、実体経済を痛め続けました。
　みなさん。こうしたアベノミクスや新自由主義的な政策のつけが、新型コロナウイルスの感染拡大によって一気にあらわになりました。雇い止めや失業が広がり、中小業者は先の見えない苦境に陥っています。保健所や医療機関が疲へいし、医療崩壊が危惧されています。国民の多くは、文字通り“生きるか死ぬか”の瀬戸際であえいでいるのが現実です。
　ところが安倍首相は、コロナによる死者や重症者を抑えることができた、政府の対応は良かったとアピールするばかりでした。アベノマスクや「ＧＯＴＯキャンペーン」の右往左往ぶりも、まるでなかったかのような口ぶりは、絶対に許せるものではない。日本共産党はそう考えますが、いかがでしょうか。
　また、安倍首相が執念を燃やした、憲法９条の改定はどうでしょうか。会見では、「国民的な世論が十分に盛り上がらなかったのは事実」と悔しさをにじませながらも、新しい体制で改憲路線を強力に進めることを呼びかけました。
　憲法９条改定は、「１強」と呼ばれた戦後最長の政権が、最優先課題として執念を燃やしたにもかかわらず、国民世論や日本共産党のきびしい批判によって、ついに一歩も進めることができませんでした。平和を願う国民の深く強い思いが、安倍首相の野望を砕いたことを、大きな確信にしたいと思います。
　もう一つ、官邸が人事権を牛耳って、官僚の忖度(そんたく)や公文書の改ざん・隠ぺいを生み出してきたことも、国民の政治不信を広げました。
　しかし首相は、桜を見る会などの質問に、「政権を私物化したつもりはない、私物化していない」と強弁するばかりでした。数々の疑惑の説明責任をまったく果たさず、辞任によって頬かむりすることなど許すわけにはいきません。
　みなさん。安倍内閣の支持率は下がり続け、８月の各社の世論調査では、第２次安倍内閣発足以降、最低水準に落ち込みました。自民党は、後継総裁選びのショーアップに必死ですが、民意に背く「安倍政治」そのものを転換させない限り、政治の行き詰まりは加速していくだけです。
　日本共産党は、「待ったなし」のコロナ対策、国民の暮らしと営業を支援するとりくみに全力をあげるために、ただちに臨時国会を開くことを強く求めます。また、みなさんとともに新型コロナ危機を乗り越え、よりよい日本と世界をつくるため、しんぶん「赤旗」の購読や、日本共産党への入党を呼びかけるものです。今後とも、お気軽に声をかけていただきますようお願いし、この場での訴えを終わります。ご清聴ありがとうございました。
